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合的病害虫・雑草管理 Integrated Pest Management (IPM) の発展に役立つ補助技術の開発
の可能性について考察を行った．  
  




タイリクヒメハナカメムシ Orius strigicollis (Poppius) の飼育に用いられているスジコナマ
ダラメイガ Ephestia kuehniella (Zeller) の卵は非常に高価である．タイリクヒメハナカメム
シは他の天敵と比較して大量にスジコナマダラメイガの卵を消費するため，飼育コストが高











なターゲット害虫であるミナミキイロアザミウマ Thrips palmi (Karny) およびワタアブラム
シ Aphis gossypii (Glover) を捕食しているかを特異的プライマーを用いて解析した．ヒメハ
ナカメムシ類の種はマルチプレックス PCR 法を利用して識別した．その結果，採集されたヒ
メハナカメムシ類はコヒメハナカメムシ Orius minutus (L.)，タイリクヒメハナカメムシ，ツ
ヤヒメハナカメムシ Orius nagaii (Yasunaga) およびナミヒメハナカメムシ Orius sauteri 

















ゴクロバチ Tiphodytes を用いた．その結果，アメンボタマゴクロバチ種もしくは系統間は 2 
段階の PCR によって識別可能であった．多段階 PCR 識別法は体長が微小であるために識別
に多くの時間を必要とし，誤同定も懸念されている卵寄生蜂の種間の識別に有用なツールとな
り得えると考えられた． 
 
 第６章の総合考察では生物的防除技術での問題を解決し，総合的病害虫・雑草管理 IPM
におけるより効率の良い天敵の利用方法の補助技術の開発の可能性について考察を図っ
た． 
 
 上記のことから，本博士論文で開発した数々の技術は天敵の利用において非常に有効である
ことを示し，多くの学術的に貴重な情報を提供している．また，本研究結果は国際誌に２報掲
載されており新しい技術として学会等でも注目されており，本論文の成果は今後の生物的防除
資材の利用方法の発展に資するところが大きいと考えられる． 
 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（学術）の学位を授与するのに十分な資格を有する
ものと認められる． 
 
